
c-nippo@
chibanippo.co.jp

皆さまからの情報を
お待ちしております。

E-mail 

かずさ支局
TEL FAX

0438(25)0323

●袖ケ浦市
●木更津市
●君津市
●富津市

茂 原 支 局
TEL FAX

0475(25)6628

●茂原市
●一宮町
●睦沢町
●白子町
●長柄町
●長南町
●長生村

勝 浦 支 局
TEL FAX

0470(64)1177

●勝浦市
●いすみ市
●大多喜町
●御宿町

館山・鴨川支局
TEL FAX

0470(23)9669

●館山市
●鴨川市
●南房総市
●鋸南町

市 原 支 局

0436(24)8201

●市原市

TEL FAX
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３
月

日

▽
１
９
４
８
年

最
高
裁
が
死

刑
合
憲
判
決

殺
人
罪
な
ど
に
問
わ
れ
、
死
刑

判
決
を
受
け
た
被
告
の
上
告
審

で
、
最
高
裁
大
法
廷
が
、
死
刑
は

「
（
憲
法
が
禁
じ
る
）
残
虐
な
刑

罰
に
該
当
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な

い
」
と
し
て
死
刑
制
度
を
合
憲
と

す
る
判
断
を
下
し
た
。
死
刑
は
違

憲
と
主
張
し
た
被
告
の
上
告
は
棄

却
さ
れ
た
。

▽
１
９
６
８
年

モ
ー
リ
シ
ャ

ス
独
立

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
島
の
東
の
イ
ン

ド
洋
に
位
置
す
る
島
国
、
モ
ー
リ

シ
ャ
ス
が
英
連
邦
の
一
員
と
し

て
正
式
に
独
立
し
た
。
第
２
次

大
戦
後
、
次
第
に
自
治
が
拡
大
さ

れ
て
い
た
。
独

立
後
は
英
国
女

王
を
国
家
元
首

と
す
る
立
憲
君

主
制

だ
っ

た

が
、

年
に
共

和
制
に
移
行
し

た
。
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平
成

年
３
月

日
（
旧
１
月

日
）
月
曜
日

今
日

奈
良
東
大
寺
二
月
堂
お
水
取
り
。

６
輝

先
勝
。
急
用
や
訴
訟
に
用
い
る
と
吉
。
た
だ
し
午
後
は
凶
。

直

た
つ
。
建
つ
を
意
味
し
、最
高
の
吉
日
。
神
仏
の
祭
祀
、
婚
姻
、
開
店
、
移
転
、

棟
上
げ
、
旅
行
な
ど
す
べ
て
大
吉
。
た
だ
し
蔵
開
き
は
凶
。

宿

張
（
ち
ょ
う
）
宿
。
就
職
、
見
合
い
、
神
仏
祈
願
、
諸
祝
宴
な
ど
何
ご
と
に
も

吉
。

１
月

万
事
絶
好
調
だ
。
と
く
に
午
前
中
が
問
題
処
理
の
チ
ャ
ン
ス
。
段
取
り
を
よ
く

２
月

金
運
は
好
調
だ
が
投
機
は
ダ
メ
だ
。
利
殖
は
あ
く
ま
で
安
全
コ
ー
ス
を
主
体
に

３
月

ヤ
リ
ク
リ
上
手
で
ヘ
ソ
ク
リ
倍
増
。
金
運
は
い
ま
が
ピ
ー
ク
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
吉

４
月

低
迷
気
味
だ
。
大
事
な
用
件
や
大
き
な
交
渉
は
も
う
一
度
考
え
て
か
ら
出
直
せ

５
月

け
ん
怠
ム
ー
ド
一
掃
が
課
題
。
生
活
の
パ
タ
ー
ン
を
再
検
討
せ
よ
。
行
動
的
に

６
月

誠
実
さ
が
何
よ
り
大
切
。
か
け
ひ
き
や
小
細
工
は
す
べ
て
ム
ダ
。
真
正
面
か
ら

７
月

子
ど
も
の
話
が
心
を
和
ら
げ
る
。
帰
宅
は
早
く
。
一
家
団
ら
ん
の
機
会
を
多
く

８
月

ク
ヨ
ク
ヨ
す
る
だ
け
損
と
い
う
も
の
。
い
ざ
と
な
れ
ば
何
と
か
な
る
。
安
心
を

９
月

順
風
満
帆
だ
。
と
く
に
重
要
問
題
の
処
理
は
日
を
選
ぶ
こ
と
。
今
日
な
ら
Ｏ
Ｋ

月

勢
い
余
っ
て
勇
み
足
の
心
配
が
。
自
信
過
剰
は
大
ケ
ガ
の
も
と
に
。
控
え
め
に

月

焦
っ
て
は
ダ
メ
。
交
渉
ご
と
は
オ
ッ
ト
リ
ペ
ー
ス
が
成
功
の
道
だ
。
一
歩
ず
つ

月

ぼ
つ
ぼ
つ
曲
が
り
角
に
き
て
い
る
。
ム
リ
を
せ
ず
動
き
を
セ
ー
ブ
し
て
か
か
れ

購読申し込み ☎0120－16－7828 記事に関する問い合わせ ☎043－222－9215
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第 期

先

五
段

黒
沢

怜
生

九
段

三
浦

弘
行

持
時
間
各
４
時
間
（
指
手

）

２
時
間

分

２
時
間

分

本戦準決勝 第１局

工
夫
が
失
敗

図
の
局
面
で
正
午
を
迎
え
て
、
昼

食
休
憩
に
入
っ
た
。
昼
食
の
注
文
は
、

三
浦
が
若
鶏
唐
揚
げ
定
食
（
唐
揚
げ

増
量
）
、
黒
沢
が
肉
豆
腐
定
食
だ
っ

た
。
両
者
と
も
将
棋
飯
で
有
名
な「
み

ろ
く
庵
」
に
注
文
し
た
。

本
棋
戦
は
持
ち
時
間
が
各
４
時
間

で
、
夕
食
休
憩
が
な
い
。
両
者
が
持

ち
時
間
を
フ
ル
に
使
う
展
開
に
な
る

と
、
午
後
８
時
を
過
ぎ
る
こ
と
も
。

さ
ら
に
そ
の
あ
と
感
想
戦
が
あ
る
た

め
、
す
べ
て
終
わ
る
と
午
後

時
近

く
に
な
っ
て
し
ま
う
。
終
盤
戦
に
備

え
、
し
っ
か
り
食
べ
て
お
く
の
も
戦

い
の
う
ち
と
い
え
る
。

黒
沢
は
昼
食
を
す
ぐ
に
済
ま
せ
る

と
、
対
局
室
に
戻
る
。
局
後
に
「

７
五
歩
〜

７
八
飛
（
第
２
譜
）
は

工
夫
し
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
作
戦

は
大
失
敗
で
す
」
と
い
っ
て
唇
を
か

ん
だ
。
先
手
は

７
七
桂
と
跳
ね
て

８
五
歩
や

８
五
桂
と
指
し
た

い
。
２
手
同
時
に
指
せ
れ
ば
先
手
が

よ
く
な
る
。
し
か
し
、
図
で

７
七

桂
と
跳
ね
て
し
ま
う
と

４
五
銀

同
歩
に

８
四
桂
で
飛
車
が
生
け
捕

ら
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

分
間
の
昼
食
休
憩
が
終
わ
っ
て

も
黒
沢
の
手
は
動
か
な
い
。
結
局
、

休
憩
を
挟
む
１
時
間

分
の
長
考
で

７
九
角
と
し
た
。
前
譜
で
紹
介
し

た

８
七
銀
の
両
取
り
を
防
い
だ
意

味
で
あ
る
。
だ
が
、
本
譜
は

３
五

歩
か
ら
歩
を
持
た
れ
て
、

４
四
歩

か
ら
桂
損
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
先

手
は
苦
し
そ
う
だ
。

一
方
の
三
浦
は
ど
う
か
。
指
了
図

で
次
の
一
手
を
指
さ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
よ
う
で
は
、
自
信
が
持
て
な
い

で
い
た
。

（
内
田

晶
）
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大多喜町の城下町通り

商店街周辺で 日夕、「大

多喜城下春の陣」と銘打

ったイベントが開かれた

町内で活動する５団体

が町の活性化を狙って初

めて企画。来場者は各団

体の華麗な演 を楽しむ

とともに、会場を照らす

竹灯籠の幻想的な光に酔

いしれた。

特設ステージでは、団

体のメンバーが演奏に合

わせて踊りを披露。スイ

ーツや軽食を扱う出店も

にぎわった。竹灯籠は夕

暮れとともに点火、城下

町の町並みをほのかに浮

かび上がらせた。

町内から家族と一緒に

来ていた嶋野麗奈さん

は「初めて竹灯籠を

見た。きれいで感動した」

とうれしそうだった。

イベントは昨夏、同所

で行われた「子ども夏祭

り」が盛況だったことも

あり、親子が楽しめる企

画として〝夜の部〟を開

いた。
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大多喜で初イベント 演奏や踊りも

会
場
に
は
和
柄
が
彫
ら
れ
た
竹
灯
籠
が
飾
ら
れ

来
場
者
は

幻
想
的
な
雰
囲
気
を
満
喫
し
た

10
日

大
多
喜
町

柴
原
和

選
擇
寺
提
供

大
切
な
人
へ
の
思
い
を
つ
づ

っ
た
「
芥
川
龍
之
介
恋
文
大
賞

コ
ン
テ
ス
ト

千
葉
日
報
社
な

ど
後
援

の
表
彰
式
が

日

芥

川
ゆ
か
り
の
宿
と
し
て
知
ら
れ

る
一
宮
町
の
一
宮
館
で
開
か
れ

た
。
全
国
か
ら
３
４
０
点
の
応

募
が
あ
り
、
大
賞
に
は
母
親
へ

の
思
い
を
込
め
た
山
梨
県
の
杉

山
優
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
た

長
生
村
に
あ
る
社
会
福
祉
法

人
「
愛
の
友
協
会
」
（
寺
門
栄

理
事
長
）
が
コ
ン
テ
ス
ト
を
主

催
し
、
今
年
で
５
回
目
を
迎
え

た
。
青
年
期
の
芥
川
が
一
宮
館

に
滞
在
し
て
恋
文
を
書
い
た
こ

と
に
ち
な
み
、
恋
人
や
家
族
、

友
人
と
い
っ
た
大
切
な
人
に
届

け
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
。

芥
川
の
孫
で
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の

芥
川
耿
子
さ
ん
ら
が
作
品
を
審

査
し
た
。

表
彰
式
で
寺
門
理
事
長
は

「
こ
れ
か
ら
も
文
章
を
通
じ
て

愛
す
る
心
を
伝
え
る
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。

大
賞
な
ど

点
が
選
ば
れ
、
受

賞
者
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
。

◇
受
賞
者
は
次
の
通
り
。（
敬

称
略
）

大
賞

杉
山
優
▽
一
宮
館
主

賞

感
王
寺
美
智
子
▽
一
宮
町

長
賞

名
上
敬
子
▽
長
生
村
長

賞

山
田
和
彦
▽
千
葉
日
報
社

長
賞

新
井
悦
子
▽
千
葉
テ
レ

ビ
放
送
賞
‖
小
田
中
準
一
▽
合

同
資
源
み
ら
い
賞
‖
阿
部
真
友

子
、
川
村
均
、
上
野
美
子
、
井

上

▽
一
宮
町
社
会
福
祉
協
議

会
長
賞
‖
宇
都
宮
千
瑞
子
▽
千

葉
銀
行
一
宮
支
店
長
賞
‖
林
香

織
▽
特
別
審
査
員
賞

桂
川
好

美
▽
愛
の
友
協
会
後
援
会
長
賞

下
妻
恭
子

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

木
更
津
市
中
央
の
選
擇
寺
（
せ
ん
ち
ゃ
く
じ
）
に
、
明

治
時
代
の
初
代
千
葉
県
令
（
県
知
事
）
、
柴
原
和
（
や
わ

ら
）
の
詩
碑
が
完
成
し
、

日
に
除
幕
式
が
開
か
れ
た
。

柴
原
は
県
令
に
な
る
前
、
約
２
年
間
だ
け
存
在
し
た
木
更

津
県
の
権
令
を
務
め
た
人
物
で
、
当
時
は
同
寺
を
宿
舎
と

し
て
同
市
貝
渕
に
あ
っ
た
県
庁
に
通
っ
て
い
た
。
柴
原
に

ゆ
か
り
あ
る
同
寺
の
役
員
ら
が
、
県
南
の
政
治
の
拠
点
だ

っ
た
木
更
津
の
歴
史
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
建
立
し
た
。
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木
更
津
県
は
、１
８
７
１（
明

治
４
）年
に
設
置
さ
れ
、上
総
、

安
房
地
域
を
管
轄
。

（
明
治

６
）
年
に
印
旛
県
と
統
合
し
千

葉
県
が
誕
生
し
た
。
柴
原
は
、

木
更
津
県
の
権
令
を
務
め
た
際

に
同
寺
を
宿
舎
と
し
、
後
に
初

代
千
葉
県
令
に
就
任
し
た
。

同
寺
に
よ
る
と
、
建
立
し
た

碑
（
縦
約
２
㍍

㌢
、
横
約

㌢
）
に
は
、
寺
所
蔵
の
柴
原
の

詩
書
を
複
写
し
刻
ん
だ
。

詩
書
は
、
県
令
を
退
い
た
柴

原
が

（
明
治

）
年
に
同
寺

を
再
訪
し
た
際
、
か
つ
て
詠
ん

だ
詩
を
し
た
た
め
た
作
品
と
み

ら
れ
、
訳
す
と
「
あ
た
り
を
見

回
す
と
不
吉
な
気
が
山
河
に
満

ち
あ
ふ
れ
て
い
る
」
と
い
う
言

葉
か
ら
始
ま
る
。

同
寺
の
山
本
恵
司
住
職

は
、
柴
原
が
県
を
治
め
る
こ
と

に
苦
慮
し
た
当
時
を
思
い
出
し

て
記
し
た
書
で
、
江
戸
時
代
か

ら
明
治
時
代
に
な
っ
た
ば
か
り

の
〝
不
穏
〞
な
情
勢
を
反
映
し

た
も
の
だ
と
み
る
。

詩
碑
の
隣
に
は
案
内
板
も
設

置
し
た
。
同
寺
は
、
木
更
津
の

町
並
み
や
歴
史
を
紹
介
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
立
ち
寄

る
場
所
で
も
あ
る
と
い
い
、
山

本
住
職
は
「
碑
が
あ
れ
ば
説
明

も
し
や
す
い
。
観
光
振
興
の
一

助
に
な
れ
ば
」
と
展
望
。
今
年

は
明
治
改
元
か
ら
１
５
０
年
の

節
目
で
も
あ
り
、
「
明
治
時
代

に
木
更
津
県
が
あ
っ
た
こ
と
を

知
ら
な
い
人
も
多
い
。
明
治
政

府
が
木
更
津
を
重
要
拠
点
と
し

て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
た
。

芥

川

龍

之

介

恋
文
コ
ン
テ
ス
ト

ゆ
か
り
の
一
宮
館
で
表
彰
式

後
の
初
代
県
知
事
し
の
ぶ

Ｖ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｓ

市
原
出
陣
式

Ｊ
Ｆ
Ｌ
昇
格
へ
強
い
決
意

選擇寺 権令 柴原和の詩碑建立

完
成
し
た
柴
原
和
の
詩
碑
と
案
内
板
を
見
る
選
擇
寺
の
役
員
ら

日

木
更
津
市

今年のコンテストには340点が寄せられ 表彰式会場では

入賞作品 点が朗読された＝ 日 一宮町の一宮館

い
す
み
鉄
道
に
感
謝

駅
に
パ
ン
ジ
ー
植
栽

大
多
喜
高
の
３
年
生

通
学
で
利
用
し
て
き
た
い
す

み
鉄
道
に
感
謝
の
気
持
ち
を
表

そ
う
と
、
県
立
大
多
喜
高
校
の

３
年
生

人
が
城
見
ケ
丘
駅
で

丹
精
込
め
て
育
て
た
パ
ン
ジ
ー

の
花
を
植
栽
し
た
‖
写
真
。

同
校
の
鉄
道
支
援
活
動
の
一

環
。
パ
ン
ジ
ー
は
２
学
期
始
め

に
種
を
ま
き
、
白
や
紫
、
黄
色

の
鮮
や
か
な
花
を
咲
か
せ
た
約

株
を
持
ち
込
ん
だ
。

大
多
喜
町
が
プ
ラ
ン
タ
ー

個
を
用
意
。
生
徒
は
素
手
や
ス

コ
ッ
プ
で
穴
を
掘
る
と
、
一
株

ず
つ
丁
寧
に
差
し
込
み
、
ホ
ー

ム
各
所
に
飾
っ
た
。

列
車
通
学
し
て
い
た
渡
辺
悠

花
さ
ん

は
「
沿
線
に
住
ん

で
い
て
普
段
か
ら
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
。
協
力
で
き
て
よ
か

っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

市
原
市
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
市
民
ク
ラ
ブ
Ｖ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｓ

市
原
」
の
今
季
の
出
陣
式
が

日
夜
、
市
原
市
五
井
の
五
井
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。

サ
ッ
カ
ー
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
の

Ｖ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
市
原
Ｆ
Ｃ
は
創
立

以
来
目
標
と
す
る
Ｊ
Ｆ
Ｌ
昇
格

に
向
け
、
サ
ポ
ー
タ
ー
ら
約
２

０
０
人
に
強
い
決
意
を
示
し

た
。式

の
開
催
に
当
た
り
、
運
営

法
人
「
Ｖ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
市
原
」
の

祖
母
井
秀
隆
社
長
が
今
季
の

抱
負
と
し
て
「
市
原
の
ま
ち

を
元
気
に
し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
来
賓
代
表
の
小
出
譲
治
市

長
は
Ｊ
リ
ー
グ
で
大
き
な
功
績

を
残
し
た
祖

母
井
社
長
の

手
腕
に
期
待

し
、
「
Ｊ
Ｆ

Ｌ
昇
格
を
信

じ
て
い
る
」

と

激

励

し

た
。新

加
入
選

手
や
新
ユ
ニ

ホ
ー
ム
の
紹

介
に
続
き
、

キ
ャ
プ
テ
ン

の
藤
本
修
司

選
手
が
昇
格

を
目
前
の
と

こ
ろ
で
逃
し

た
昨
季
を
踏

ま
え
、
「
最
後
は
み
ん
な
で

笑
い
合
え
る
よ
う
頑
張
る
」

と
決
意
表
明
。
社
会
人
チ
ー
ム

と
ア
カ
デ
ミ
ー
チ
ー
ム
の
代

表
者
も
今
季
の
飛
躍
を
誓
っ

た
。関

東
１
部
リ
ー
グ
で
戦
う
ト

ッ
プ
チ
ー
ム
の
開
幕
戦
は
４

月
１
日
午
後
４
時
か
ら
、
同
市

岩
崎
の
ゼ
ッ
ト
エ
ー
オ
リ
プ

リ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
、
流
通
経
済

大
学
Ｆ
Ｃ
を
相
手
に
行
わ
れ

る
。

公開された新ユニホーム トップチームはＪＦＬ

昇格への決意を新たにした＝ 日夜 市原市五井

の五井グランドホテル

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂
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